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中
国

の
国
際
観
光
動
向
と

訪
日
観
光
事
情

そ
の
特
徴
と
背
景

梁

春

香

・
・
…

中
国
の
国
際
観
光
動
向

中
国

が
観
光
を

一
つ
の
産
業
と
し
て
、
そ
の
育
成
に
力
を
入
れ
は

じ
め
た

の
は
改
革
開
放
後
、

つ
ま
り

一
九
七
八
年
以
降

の
こ
と
で
あ

る
。
そ

れ
以
来
、
中
国
の
観
光
業
は
急
速
に
発
展
し
、
国
の
基
幹
産

業
と
な

っ
て
国
民
経
済
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
特
に

一
九

九
六
年

は
中
国
の
観
光
業
に
と

っ
て
意
義
深

い
年
で
あ

っ
た
。
と
い

う
の
は
、

こ
の
年
に
外
国
か
ら

の
来
訪
者
数

(外
国
在
住

の
華
僑
、

香
港
、
台
湾
、
マ
カ
オ
の
中
国
人
を
含
む
)
が
初

め
て
五
千
万
人
台
を

超
え
て
五

一
=
二
万
人
に
達
し
、
観
光
収
入
が

一
〇
〇
億
米
ド
ル
を

ハ
　
　

超
え
て

一
〇

二
億
ド
ル
に
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
五

年
の
来

訪
者
数
は

一
億
二
〇
二
九
万
二
一二
〇
〇
万
人

で
、

一
九
七
八

年
の
世
界
観
光
順
位
五

一
位
か
ら
四
位
に
、
観
光
収
入
は
二
九

二
億

ム　
　

九
六
〇
〇
万
米
ド
ル
で
四

一
位
か
ら
五
位
に
急
上
昇
し
て
い
る
。
こ

れ
は
中
国
の
国
際
観
光
の

一
面

で
あ
る
外
国
人
受
け
入
れ
の
実
績

で

あ
る
が
、
中
国
人
の
観
光
旅
行
事
情
は
い
さ
さ
か
異
な

っ
て
い
て
、

八
〇
年
代
ま
で
は
も

っ
ぱ
ら
国
内
観
光
に
止
ま

っ
て
い
た
。
そ
の

後
、
中
国
経
済

の
発
展
、
国
民
生
活

レ
ベ
ル
の
向
上
、
余
暇
時
間
の

増
大

(週
休

二
日
制

の
導
入
)
な
ど

に
よ

っ
て
、
海
外
観
光
旅
行

(香
港

・
マ
カ
オ
を
含
む
)
に
も
道
が
拓
か
れ
た
。

こ
れ
は

一
九
八

三
年

の
香
港
観
光
が
端
緒
と
な
り
、
続

い
て

一
九
九

一
年

に
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
に
、

一
九
九
五
年
か
ら
は
世
界
の
多
く
の
国
々
に
観
光
旅

行
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
中
国
人
の
出
国
者

数
は
年
を
追

っ
て
増
加
し
、
中
国
国
家
旅
遊

局
の
統
計

に
よ
る
と
、

出
国
者
数
は

一
九
九
六
年
の
五
〇
六
万
七
〇

〇
人
か
ら
二
〇
〇
五
年

中国の国際観光動向と訪日観光事情SI



中国の国際観光市場の構成 と推移(1999-2005年)表1

単位:万 人

来訪外国人 出国中国人
年
人 数 対前年比(%) 成長率(%) 人 数 対前年比(%) 成長率(%)

1999 7,297.56 一 一 923.24 一 一

2000 8,344.39 10.0 14.6 1,047.26 1.2 13.4

2001 8,901.29 10.2 6.7 1,213.44 1.4 15.9

2002 9,790.83 9.9 10.0 1,660.23 1.7 36.8

2003 9,166.20 9.3 6.4 2,022.19 2.1 21.8

2004 10,900.00 8.8 19.0 2,885.00 2.3 42.7

2005 12,029.23 10.3 9.1 3,102.63 7.5 9.3

出所:『 中国旅遊統計年鑑』各年度版により作成。

に
は
>>1
1
0
二
万
六

>>10
0
人
に
昇
り
、

一
〇
年
間
で
六
倍
以

上
増
加
し
た
計
算

に

な
る
。
膨
大
な
人

口

を
擁
す
る
中
国
は
、

一
二

世
紀
に
残
さ
れ

た
最
後
で
最
大

の
観

光

市

場

だ
と

言

わ

れ
、
世
界
の
旅
行
業

者

の
注
目
を
集
め
て

い
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
中
国
人
の
海

外
旅
行
の
動
向
お
よ

び
訪
日
観
光
事
情
を

把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

ま
ず
国
際
観
光

の

定
義
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
。

一
般
的
に

国

際
観

光

と

い
う

と
、
外
国
人
来
訪
者

の
受
け
入
れ
と
本
国

人
の
海
外
観
光
旅
行

の
両
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
業
界
で
は
前
者

の

こ
と
を
イ

ン
バ
ウ
ン
ド

(ぎ
b
o
u
nd
)
観
光

と
い
い
、
後
者

の
こ
と

を
ア
ウ
ト
バ
ウ
.1
'1-
(ou
tb
ou
n
d
)
観
光
と

い
う
。
さ
ら
に
観
光
交

流

の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
双
方
向

(tw
o
w
ay
)
に
よ
る
観
光
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
意
味

で
、

か

つ
て
の
中
国
の
国
際

観
光
は
双
方
向
で
は
な
く
、
外
国
人
来
訪
者

の
受
け
入
れ
が
主
で
、

中
国
人
の
海
外
観
光
旅
行
は
わ
ず
か
で
あ

っ
た
。
言

い
換
え
れ
ば
、

中
国
人
の
海
外
観
光
旅
行
は
ご
く
最
近

の
こ
と
で
、
始
ま
っ
た
ば
か

り
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
中
国
人

の
海
外
観
光
旅
行
は
ま
だ
初

期

の
段
階
で
あ
り
、
国
際
観
光
に
お
け
る
イ

ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
と
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
間
に
は
著
し

い
ア
ン
バ
ラ
ス
が
あ
る
の
が
現

状

で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
、
中
国

の
国
際
観
光
は
こ
れ
ま

で
の

一

方
通
行
か
ら
双
方
向

へ
と
転
換
さ
れ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
二

一
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
中
国

の
国
際

観
光

の
発
展
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド

(外

国
人

の
受
け
入
れ
)
で
は
、
二
〇
〇
三
年
に
S
A
R
S
の
た
め
に
前

年
よ
り
減
少
し
た
以
外
は
増
加
し
て
き
た
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
二

〇
〇
三
年
を
除
く
五
年

の
平
均
成
長
率

は
約

一
二
%
と
な

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
成
長
ぶ
り
は
不
安
定
だ
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

一
方
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光

(中
国
人
の
海
外
観

光
旅
行
)
で
は
S
A
R
S
の
二
〇
〇
三
年
も
含
め
て
減
少
し
た

こ
と

が
な
く
、
増
加
の

一
途
を
辿

っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降

の
六
年
間

の

平
均
成
長
率

は
約
二

一
%
と
な

っ
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
に
は
三
千
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万
人
台
に
達
し
、
成
長
率

こ
そ
六
年
間

の
う
ち
で
最
低
レ
ベ
ル
で
あ

る
も
の
の
、
出
国
者
数
は

一
九
九
九
年
よ
り
三
倍
以
上
も
伸
び
た
。

今
後
も
中

国
人

の
出
国
者
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
、
し
ば
ら
く
は
こ

れ
ま
で
の
高
い
伸
び
率
が
続
く

で
あ
ろ
う
。

二

中
国
人
の
海
外
観
光
旅
行
の
現
状

中
国
人

の
海
外
観
光
旅
行

は
、

一
九
八
〇
年
代

の
香
港
、

マ
カ

オ
、
タ
イ

へ
の
親
族
訪
問
か
ら
本
格
的
に
始
ま

っ
た
。

こ
の
親
族
訪

問
は
、
九
〇
年
代
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
に
広
が

っ
た
が
、
そ
れ
は
政
府
指
定

の
旅
行
社
に
よ
る
ツ
ア
ー

へ

の
参
加
と

い
う
条
件
付
き
で
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
中
国
人
の
初
期

の
海
外
旅
行
は
、
旅
行
先
、
旅
行
目
的
、
旅

行
条
件
な

ど
に
多
く

の
制
約
が
あ

っ
た
が
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
か

ら
は
こ
れ
ら
の
制
約
が
緩
和
さ
れ
、
中
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る

国
と
地
域

も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

な
お
、
中
国
人

の
海
外
観
光
旅
行

の
受
け
入
れ
を
日
本
政
府
が
中

国
政
府
と
合
意
し
た
の
は
二
〇
〇
〇
年

で
あ
り
、
よ
う
や
く
中
国
人

の
訪
日
観

光
旅
行
が
拡
大
さ
れ
る
機
運
と
な

っ
た
。
表
2
は
二
〇
〇

四
年
と
二
〇
〇
五
年

の
中
国
人
の
海
外
旅
行

の
目
的
地
上
位

一
〇
か

国

の
リ
ス
ト
で
あ
る
が
、
日
本
は
二
年
連
続

で
第
三
位
と
な

っ
て
い

る
。さ
ら
に
表
2
に

つ
い
て
次

の
こ
と
が
言
え
る
。
第

一
に
、
中
国
人

の
海
外
旅
行

の
目
的
地

の

一
、
二
位
は
外
国

で
は
な
く
、
中
国

の
特

別
区
で
あ
る
香
港
と

マ
カ
オ
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
と
二
〇
〇
五

年
は
二
千
万
人
以
上
が
香
港
と

マ
カ
オ
を
目
的
地
と
し
て
お
り
、
出

国
し
た
中
国
人
の
三
人
に
二
人
が
香
港
か
マ
カ
オ
を
訪
問
し
た
こ
と

に
な
る
。

こ
れ
は
、
返
還
後
の
両
地
域
と
中

国
本
土
と

の
連
帯
が
強

い
こ
と
を
意
味
す
る
。
第

二
に
、
外
国
の
場
合

、
中
国
人

の
海
外
旅

中国人の海外旅行 目的地上位10位 の国 と地域

(2004-2005年)

単位:万 人

表2

2004年 2005年 対前年比
国名 ・地域名

順位 人数 順位 人数 (%)

香 港 1 1,300.16 1 1,352.54 4.0

マカ オ 2 749.05 2 847.92 13.2

日 本 3 102.13 3 111.70 9.4

ロ シア 4 80.96 6 77.05 一 〇.95

ベ トナ ム 5 78.57 4 84.50 7.5

韓 国 6 69.90 5 84.33 12.1

タ イ 7 68.25 7 59.55 一 〇
.87

アメ リカ 8 44.39 8 53.20 1.20

シ ンガ ポ ール 9 42.93 9 47.72 11.2

マ レー シ ア 10 33.72 10 35.47 5.2

出所:『 中国旅遊統計年鑑』2004年 版、2005年 版により作成。
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行

の
目
的
地
と
し
て
は
地
理
的
に
近

い
日
本
が
二
年
連
続
三
位
と

な
っ
て
い
る
が
、

一
位
、
二
位
の
香
港
と

マ
カ
オ
を
除
け
ば
、
外
国

と
し
て
の

一
位

は
実
質
日
本
だ
と
い
え
よ
う
。
四
位
か
ら
六
位
ま
で

は
ロ
シ

ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
と

い
っ
た
隣
国

で
占

め
ら
れ
て
い

る
。
第
三

に
、

一
〇
位

の
中

に
入

っ
て
い
る

ロ
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
は

陸
続
き

の
隣
国
で
、
量
的
に
は
多

い
も
の
の
、
そ

の
中
身
は
国
境
観

光
と
国
境
貿
易
が
中
心
で
あ
ろ
う
。
第
四
に
、
東
南

ア
ジ
ア
の
国
々

で
あ
る

「新
馬
泰
」
(中
国
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ

イ
の
こ
と
を
意
味
す
る
)
は

一
〇
か
国
の
中

で
下
位
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
人

の
海
外
旅
行
の
目
的
地
が
、
従
来
の
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
地
理
的
に
近
い
ア
ジ
ア
の
最
も
近

い
隣
国

へ
と
シ

フ
ト
し

て
い
る
と
い
え
る
。
第
五
に
、
上
位

一
〇
か
国
の
う
ち
、
ア

メ
リ
カ
を
除
け
ぼ
、
す

べ
て
ア
ジ
ア
に
あ
る
国
と
地
域

で
あ
る
。
統

計

で
は
、

二
〇
〇
四
年

の
中
国
人
海
外
観
光
旅
行
者
二
八
八
五
万
人

の
う
ち
、

九
〇
%
以
上
が
ア
ジ
ア

へ
の
旅
行
者

で
占

め
ら
れ

て
い

た
。
ま
た

二
〇
〇
五
年
も
上
位

一
〇
位
に
あ
っ
た
国
と
地
域
の
順
位

は
、

ロ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
の
三
国
を
除

い
て
二
〇
〇
四
年
と

変
わ

っ
て

い
な

い
。

中
国
人

の
海
外
旅
行

の
目
的
地
は
、
世
界
観
光
機
関

(U
N
W
T

O
)
の

一
九
九
八
年
の
統
計
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
と
、

一
位
東
南
ア

ジ
ア

(二
七

・三
%
)
、
二
位
欧
州
諸
国

(二
五
・○
%
)、
三
位
ア
メ

リ
カ

(
=
二
・
二
%
)

の
順
で
あ
っ
た
。
二
位
と
三
位
を
合
計
す
る

と
約
四
〇

%
近
い
人
々
が
欧
米
を
海
外
観
光
旅
行
の
目
的
地
と
し
て

い
た
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
最
近
で
は
中
国
人

の
海
外
旅
行

の
目
的

地
は
主
に
近
距
離

に
あ
る
ア
ジ
ア
に
変
わ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
な
か
で
日
本

へ
の
中
国
人
旅
行
者
数
も
年
々
伸
び
て
は
い
る

が
、
統
計
を
み
る
と
、
二
〇
〇
五
年

の
中
国
人
出
国
者
数
三
千
万
人

に
対
し
て
、
日
本
を
訪
問
し
た
者
が

一
=

万
人
余
り
と
い
う

の
は

あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
こ
れ
は
ま
た
二
〇

〇
四
年
、
二
〇
〇
五
年
に
訪
中
し
た
三
〇
〇
万
人
以
上

の
日
本
人
数

に
比

べ
て
も
不
均
衡
と

い
え
る
。

三

中
国
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
発
展
の
特
徴

中
国

の
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
観
光
発
展
の
特
徴
と
し
て
以
下

の
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

e

短
期
間
に
出
国
者
数
が
急
増
し
た
こ
と

す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
中
国
人
が
海
外
観
光
旅
行

に
行
け
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
八
〇
年
代
か
ら
の
こ
と
で
、
本
格
的
な
大
衆
的
海
外

旅
行
現
象
か
ら
み
れ
ば
、
今
で
も
初
期
的
段
階
と
い
っ
て
も
よ
い
。

し
か
し
、

一
九
九
九
年
に
は
ま
だ

一
千
万
人
未
満
で
あ

っ
た
が
、
二

〇
〇
〇
年
以
降
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
わ
ず

か
六
年
間
で
出
国
者
数

は
年
間
三
千
万
人
を
突
破
し
た
。
と
く
>
>
10
0
四
年
、
二
〇
〇
五

年

の
増
加
は
目
立

つ
。
そ
の
六
年
間
の
平
均

成
長
率
が
二
〇
%
以
上

を
保

っ
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
世
界
で
も
ま
れ
な
発
展
ぶ
り
だ
と
考
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え

ら

れ

る

。

口

出
国
者
の
出
身
地
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

現
在
の
中
国

で
は
、
都
市
部
と
農
村
部
と
の
間

の
経
済
格
差
お
よ

び
地
域
間

経
済
格
差
が
著
し
い
が
、
そ
の
よ
う
な
格
差
が
海
外
観
光

旅
行
に
反

映
す

る
こ
と
も
無
理
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
経
済
的

に
豊

か
な
地
域

と
国
境
に
近

い
地
域
が
主
な
海
外
観
光
旅
行
の
送
り
出
し

市
場
に
な

っ
て
い
る
。
統
計
で
は
広
東
省
、
福
建
省
、
漸
江
省
、
北

京
市
、
上

海
市
、
さ
ら
に
国
境
観
光

の
大
量
産
出
地
域

の
黒
龍
江

省
、
雲
南
省
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
、
遼
寧
省
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
が
上
位
に
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

の
中

で
、
広
東
省
は
ず

っ
と
ト

ッ

プ
を
保

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
香
港
と

マ
カ
オ
に
近
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。

こ
の
よ
う
に
中
国
の
海
外
旅
行

の
送
り
出
し
市
場
に
は
強
い
地

域
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
今
の
と
こ
ろ
数
千
元
以
上
を
要
す
る
高
価
な
海
外
観
光

旅
行
が
で
き
る
の
が
主
要
都
市
部

の
比
較
的
裕
福
な
人
々
に
限
ら
れ

て
い
る
か

ら
だ
と
い
え
よ
う
。
中
国
は
ま
だ
日
本

の
よ
う
な

「海
外

格
安
」
の
時
代
で
は
な
く
、
海
外
観
光
旅
行
が
国
内
観
光
旅
行
よ
り

も
は
る
か
に
高

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
海
外
観
光
旅
行
は
高
価
な
買

物

で
あ
り
、金
持
ち

の
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
的
要
素
が
強
い
。

日

購
買
力
が
高
い
こ
と

最
近
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
よ
く
訪
日
中
国
人
の
観
光
目
的
地
で
の

観
光
行
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
日
、
テ
レ
ビ
で
中
国
南

部

の
都
市
広
州
か
ら
来
た
中
国
人
ツ
ア
ー
が
九
州
を
旅
行
し
て
い
る

光
景
が
放
映
さ
れ
て
い
た
。
中
国
人
観
光
客

は
温
泉
や
日
本
食
を
楽

し
ん
だ
り
、
ス
ー
パ
ー
で
の
買
物
を
楽
し
ん

で
い
た
が
、
記
者

の

「
ど
の
ぐ
ら
い
の
お
金
を
も

っ
て
き
た
か
」
と

い
う
質
問

に
、
そ
の

う
ち
の
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
万
円
、
六
〇
万
円
、
九
〇
万
円
と

答
え
て
い
た
。
中
国
人
観
光
客
が
そ
の
ス
ー

パ
ー
で
消
費
し
た
金
額

は

一
人
平
均

二
〇
万
円
だ

っ
た
と
い
う
。
紹
介
さ
れ
た
中
国
か
ら
の

旅
行
グ
ル
ー
プ

は
、
中
国
で
も
特
に
購
買
力

の
あ
る
裕
福
な
階
層

の

者

で
あ
る
。
そ
し
て
観
光
旅
行
に
行
け
る
人

の
買
物

は
、
自
分
や
家

族

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
親
族
や
友
人
た

ち
に
頼
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
多

い
。
ま
た
、
文
化
的
に
中
国
人
に
も
土
産
品
贈
答

の
習
慣
が

あ
り
、
旅
先

で
購
入
し
た
も

の
、
と
く
に
日
本

で
購
買
し
た
も

の
は

旅
行
の
思

い
出
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
自

己
顕
示
の
手
段
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。

四

個
人
的
事
由
に
よ
る
出
国
者
数
の
増
加
が
目
立
つ
こ
と

一
九
九
九
年
ま
で
は
中
国
の
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
観
光
市
場
で
は
、

い
わ
ゆ
る
公
務

・
ビ
ジ
ネ
ス
が
個
人
的
事
由

の
そ
れ
よ
り
多

か

っ

た
。
そ
れ
が
二
〇
〇
〇
年
か
ら
逆
転
し
て
、

二
〇
〇
五
年
現
在
、
公

費

(公
務

・
ビ
ジ
ネ
ス
)
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
、
私
費

(個
人
)
の
出

国
者
数
が
急
増
し
、
す
で
に
中
国

の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
市
場
の

主
体
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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図1出 国者の旅費における公費 と私費の比較

出所 『中国旅遊統計年鑑』各年版により作成。

図
1
は
中
国
出
国
者
の
旅
費
負
担

の
比
較

で
あ
る
。

固

団
体
旅
行
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

中
国
出
国
者

の
旅
行
形
態
は
団
体
と
個
人

に
分
け
ら
れ
る
が
、
二

〇
〇
四
年
を
例
に
と

っ
て
み
る
と
、
出
国
者

数
二
八
八
五
万
二
九
〇

〇
人

の
う
ち
、
公
務

・
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
者

は
五
八
七
万
三
八
〇
〇

人
で
、
個
人
的
事
由

に
よ
る
者
は
二
二
九
七

万
九
〇
〇
〇
人
と
な

っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
旅
行
社
主
催

の
団
体
旅
行
の
参
加
者
数
は
五

五
八
万
六
〇
〇
〇
人
で
、
全
体

の
二

一
%
を
占
め
て
い
る
。
お
お
よ

そ
五
人
に

一
人
と
い
う
割
合
で
団
体
旅
行
の
形
態
を
と
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
団
体
志
向
が
強
く
な

っ
た
の
は
、
主
と
し
て
次
の
二

つ
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第

一
に
、
出
国

の
た
め
の

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
、
出
国
先
の
ビ
ザ
の
取
得
な
ど
の
手
続
き
が
煩

雑

で
、
個
人

で
す
る
よ
り
も
団
体
に
加
わ

っ
て
旅
行
代
理
店
に
や

っ

て
も
ら
う
方
が
は
る
か
に
楽
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
に
よ

っ
て
は

個
人
で
は
ビ
ザ
の
取
得
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
初
め
て
海

外
旅
行
を
す

る
人
も
多
く
、
ま
た
高
齢

の
旅
行
者

の
な
か
に
は
安

全
、
安
心
、
便
宜
な
ど
か
ら
団
体
旅
行
を
好

む
者
が
多

い
こ
と
で
あ

る
。㈹

近
隣
諸
国

へ
の
出
国
者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

中
国
は
ア
ジ
ア
最
大
の
国
で
、
国
境
線
が
長

く
、
数
多
く
の
国
々
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と
隣
接

し
て
い
る
。
中
国
の
改
革
開
放
以
降
、
ま
ず
隣
接
国
と
の
国

境
が
開
放

さ
れ
、
主
に
国
境
地
帯

の
居
住
者
に
よ
る
国
境
貿
易
が
始

ま
り
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
国
境
観
光
も
始
ま

っ
た
。
こ
の
種

の
人

的
往
来

が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ

て
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
の
最
も
近

く
に
あ
る
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
、
そ
し
て
香
港
、

マ
カ
オ
と

い
う
地
域
な
ど
が
中
国
人

の
主
要
な
海
外
旅
行
の
目
的
地

に
な

っ
て
き
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
よ
う
に
中
国
人
が
近
隣
諸
国
を
旅
行
先
と
し
て
選
ぶ

要
因
に
は
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
距
離
的

に
近
い
の
で
、
遠

い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
よ
り
相
対
的
に
旅
行
代
金
が
安

い
な
ど

の

「経
済

的
要
因
」
、
同
じ
文

化
圏
な

の
で
親
近
感
を
持
ち
や
す

く
、
特
に
華
僑
の
多
い
ア
ジ
ア
の
近
隣
国
は
中
国
人
に
と

っ
て
観
光

的
魅
力
が
大
き
い
な
ど
の

「文
化
的
要
因
」
、
ビ
ザ
の
取
得
が
比
較

的
容
易
に
な
り
、
な
か
に
は
ビ
ザ
な
し
ま
た
は
条
件

つ
き
の
ビ
ザ
な

し
で
観
光
旅
行
が
で
き
る
国
も
あ
る
な
ど
の

「受
け
入
れ
体
制

の
要

因
」
、
中

国
経
済

の
発
展
は
東
南

ア
ジ
ア
諸
国

の
華
僑
、
香
港
、
台

湾

の
資
本

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
ま
た
周
辺
諸
国
と
の
経
済
関

係

が
深
く
結
ば
れ
て
い
る
た
め
、
経
済
活
動
を
行
う

一
方
、
観
光
も

兼
ね
る
ケ
ー
ス
が
多
い
な
ど
の

「ビ
ジ
ネ
ス

・
業
務
上
の
要
因
」
で

あ
る
。
ま
た
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
多
国
周
遊
観
光
の

パ
タ
ー

ン
か
ら
、

一
国
を
ゆ

っ
く
り
見
る

「
一
国
観
光
時
代
」
と
い

う
タ
イ
ト

ル
の
記
事
が
中
国
の
観
光
旅
行
業
界
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

こ
れ

は
単
純
な
観
光
旅
行
か
ら
バ
カ

ン
ス
を
過
ご
す
よ
う
な
タ

イ
ブ

へ
と

一
部
の
市
場
動
向
が
変
化
し
て
い
る
表
わ
れ
だ
と
捉
え
て

よ
か
ろ
う
。

四

中
国
の
ア
ウ
ト
パ
ウ
ン
ド
観
光
促
進
要
因

中
国
の
国
際
観
光
の
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
観

光
を
急
速
に
発
展
さ
せ

た
要
因
と
し
て
次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

e

経
済
的
な
促
進
要
因

中
国
の
経
済
発
展
に
伴

っ
て
、
国
民
の
生
活

レ
ベ
ル
が
高
く
な

っ

た
。
と
く
に
豊
か
に
な

っ
た
都
市
部
と
沿
海
地
域

の
住
民
は
海
外
観

光
旅
行

の
潜
在
市
場
と
な

っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
海
外
観
光
旅
行

の
場
合
、

一
人
当
た
り
の
国
民
総
生
産

(
G
D
P
)、

レ
ジ

ャ
ー
費

用
、
可
処
分
所
得
な
ど
と
密
接
な
関
連
性

が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

『中
国
統
計
年
鑑
』
(
一
九
九
二
～
二
〇
〇
五
年
)
の
統
計

で
は
中
国

の
都
市
部
住
民

の

一
家
庭
平
均
可
処
分
所
得

は

一
九
九

一
年
の

一
七

〇
〇
・六
元
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
は
九
四
一
=

・六
元
に
上
が

っ
て
お

り
、

エ
ン
ゲ

ル
係
数
は

一
九
九

一
年

の
○
・
五
四
三
三
か
ら
二
〇
〇

四
年

の
○

・三
七
七
三
に
下
が
り
、
逆
に
娯
楽
文
化
教
育
関
係
の
支

出
は

一
九
九
三
年

の

一
九
四
・〇

一
元
か
ら

二
〇
〇
四
年

の

一
〇
三

二
・八
元
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇

三
年
に
中
国
人
の

一
人

当
た
り
の
G
D
P
が

一
〇
〇
〇
ド
ル
に
達
し
た

こ
と
も
、
国
民
の
海

外
観
光
旅
行
熱
を

一
層
高
め
る
要
因
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
最
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近
の

「元
高
」
も
中
国
人
の
海
外
観
光
旅
行
熱
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
日

政
府
の
政
策
と
法
制
上
の
促
進
要
因

中
国
政
府
に
よ
る
国
民

の
海
外
観
光
旅
行
に
関
す
る
政
策
と
方
針

は
、
「大

い
に
イ

ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
を
、
積
極
的
に
国
内
観
光
を
、

適
度

に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
発
展
さ
せ
る
」
と

い
う
も
の
で

あ

っ
た
。

ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
観
光
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
組
織
的
、

計
画
的
、
適
量
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
施
策
も
打
ち
出
し
て
い
た
。

つ
ま
り
中

国
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
自
然

の
流
れ
に
よ
る
発
展

で
は
な
く
、
政
府

の
行
政
指
導

の
も
と
で
段
階
的
に
発
展
さ
せ
よ
う

と

い
う
方
針
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年

に
採
択
さ
れ
た
第
十

一

期
五
か
年
計
画

(二
〇
〇
六
-
二
〇

一
〇
)
の
中

で
は
、

「国
内
観

光
を
全
面
的
に
、
イ

ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
を
積
極
的
に
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
観
光

を
規
範
的
に
発
展
さ
せ
る
」
と
さ
れ
、
従
来
か
ら
の

「適

度
」
発
展

が
、

「規
範
」
発
展
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う

「規
範
」
発
展
と
は
、
経
済
発
展

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
観
光
発
展

の
規
律
と
政
策
法
規
に
基
づ
き
、
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
観
光

の
発
展
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
現
在
、
中
国
政
府
と

の
間
で
中
国
人
観
光
旅
行
者

の

受
け
入
れ
を
合
意
し
た
八

一
の
国
と
地
域

(観
光
目
的
指
定
国
。

A
D
S
:
A
p
prov
ed
D
estin
ati
o
n
S
tatus)
を
表
3
に
ま
と
め
た
。

こ

の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
は
ま
だ
中
国

の
観
光
目
的
指
定

中国人の観光旅行者の受け入れ国と地域(2006年3月1日 現在)表3

国 と 地 域 名

香 港 、 マ カ オ、 タイ、 シ ンガ ポ ー ル、 マ レー シ ア、 フ ィ リピ ン、 オ ー ス トラ

リア、 ニ ュ ー ジー ラ ン ド、 韓 国

ブ ル ネイ 、 ネ パ ー ル 、 イ ン ドネ シ ア、 マ ル タ、 トル コ、 エ ジ プ ト、 ドイ ツ、

イ ン ド、 モ ル デ ィ ブ、 ス リ ラ ン カ、 日本 、 ベ トナ ム、 カ ン ボ ジ ア 、 ミ ャ ン

マ ー(ビ ル マ)、 キ ュー バ 、 ハ ンガ リー 、 パ キ ス タ ン、 南 ア フ リカ 共 和 国 、

ク ロ アチ ア

ル クセ ンブ ル ク、 ポ ル トガル 、 ス ペ イ ン、 イ タ リア、 オ ー ス トリア 、 フィ ン

ラ ン ド、 ス ウ ェー デ ン、 ス ロバ キ ア、 キ プ ロ ス、 デ ン マ ー ク、 ア イ ス ラ ン

ド、 ア イ ル ラ ン ド、 ノル ウ ェー、 モ ー リシ ャ ス、 チ ュニ ジ ア 、セ ー シ ェ ル、

ケ ニ ア、 ル ー マ ニ ア、 ス イ ス、 リ ヒテ ン シ ュタ イ ン、 エ チ オ ピ ア、 ジ ンバ ブ

エ 、 タ ンザ ニ ア 、ザ ン ビア、 ヨル ダ ン、 北 マ リア ナ諸 島 、 フ ィ ジー 、 バ ヌ ア

ツ、 イ ギ リス 、 チ リ、 ジャ マ イ カ、 ブ ラ ジル 、 メ キ シ コ、 ペ ル ー、 ア ンチ グ

ア ・バ ー ブー ダ 、バ ルバ ドス、 ラオ ス 、 モ ン ゴ ル、 トンガ 、 グ レナ ダ 、 バ ハ

マ 、 セ ン トル シア 、 ラ トビア 、 リ トア ニ ア、 ス ロベ ニ ア、 チ ェコ 、エ ス トニ

ア、 ベ ル ギー 、 オ ラン ダ、 フラ ン ス、 ロ シ ア、 ギ リシ ャ、 ポ ー ラ ン ド

時期(年)

1983-1999

2000-2003

2004-2006

出所:中 国 国家 旅 遊 局 の ホー ム ペ ー ジhttp:〃www.cnta.govcnに よる。
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国
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国
人

の
海
外
旅

行
目
的
地

の
上
位

一
〇
か
国
に
入

っ
て
い
る

(表
2
参

照
)。
も
し
、
表
2
が
中
国
人

の
海
外
観
光
旅
行
者
数
を
表
わ
し
て

い
る
と
す
れ
ば
、
多
少
矛
盾
が
あ
る
。
そ
の
た
め
表
2
の
デ
ー
タ
は

中
国
人
の
出
国
者
数

の
統
計
と
捉
え
た
ほ
う
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

個
人
的
な
意
見
を
述

べ
れ
ば
、

こ
の
観
光
目
的
指
定
国
と
は
、
国
内

外
の
事
情

に
よ
っ
て
と
ら
れ
て
い
る
過
渡
的
な
措
置
で
あ
り
、
中
国

人
が
世
界

の
す

べ
て
の
国

へ
自
由

に
観
光
旅
行
に
行
け
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
そ

の
必
要
性

は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

表
3

の
と
お
り
、
受
け
入
れ
国
八

一
か
国
の
う
ち
、
七

二
か
国

は
、
二
〇
〇
〇
年

以
降
に
中
国
人

の
観
光
旅
行

の
目
的
地
に
な

っ

た
。
ま
た
中
国
は
世
界
貿
易
機
関

(
W
T
O
)
の
加
盟
国
で
、
そ
の

規
定
に
基
づ
き
、

二
〇
〇
五
年

一
二
月
三

一
日
に
外
資
系
旅
行
社
設

立
に
対
す

る
制
限
が
な
く
な
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
個
人
的
事
由

に
よ

る
出
国
申
請

の
場
合
、
相
手
国
か
ら
の
招
聰
状
を
必
要
と
し
た
が
、

今
は
こ
の
制
約
も
な
く
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
制
約
が
徐
々
に
緩
和
さ

れ
、
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
が
順
次
整
備
さ
れ

て
は
じ
め
て
国
民
の
海
外
観
光
旅
行
が
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
な

っ

た
。
こ
の
よ
う
に
国
境

の
壁
が
低
く
な

っ
て
、
中
国
人
に
ド
ア
が
開

け
ら
れ
た

こ
と
が
、
中
国
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
発
展

の
第

一
の

要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日

中
国
人
の
価
値
観
変
化
に
よ
る
要
因

中
国
で
は

一
九
九
七
年
に
週
休
二
日
、

一
九
九
九
年
よ
り
大
型
連

休
が
導
入
さ
れ
、
年
間

一
一
四
日
間
の
休
暇
が
と
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
、
レ
ジ

ャ
ー
と
い
う
斬
新
な
生
活
様
式
が
多
く
の
人
々
に
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
ま
と
ま

っ
た
時
間
が
必
要
な

海
外
観
光
旅
行
に
行
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
だ

一
部

の
人
に
つ
い

て
で
は
あ
る
が
、
休
暇
の
過
ご
し
方
も
、
観
光
旅
行
に
行
く
か
行
か

な
い
か
で
は
な
く
、
ど
こ
へ
行
く
か
の
選
択

に
な

っ
て
い
る
。

つ
ま

り
観
光
旅
行
は
す
で
に
生
活

の

一
部
分
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

五

中
国
人
の
訪
日
観
光
事
情

日
中
間

の
観
光
交
流

の
本
格
的
な
始
ま
り

は

一
九
七
二
年

の
日
中

国
交
回
復
以
降

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
中
国
人

は
自
由

に
日
本
に
行
く

こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
し
、
日
本
人
も
ま
た
自
由

に
中
国

へ
観
光
旅

行
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

ま
た
中

国
は

一
九
七
八
年
以

降
、
改
革
開
放
の

一
環
に
よ
り

一
般

の
国
民
も
日
本
を
含
め
た
諸
外

国

へ
行
け
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
は
留
学
、
公
務
、
親
族
訪
問

な
ど
の
目
的
に
限
ら
れ
て
い
た
。
観
光
と
い
う
目
的
で
行
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
以
降

の
こ
と
で
あ
る
。
図
2
は
訪
中
日

本
人
と
訪
日
中
国
人
の
推
移

(二
〇
〇
〇
～

二
〇
〇
五
年
)
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
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図
2
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
訪
中
日
本
人
の
数
は
、
二
〇
〇

三
年
は
S
A
R
S
発
生

の
た
め
前
年
よ
り

も
わ
ず

か
に
減
少
し
た

が
、
翌
年
に
は
す
ぐ
回
復
し
て
い
る
。

一
方

、
訪
日
中
国
人
は
、
二

〇
〇
三
年
は
や
は
り
S
A
R
S
の
た
め
多
少
減

っ
て
い
る
が
、
翌
年

に
は
回
復
し
、
以
後
は
む
し
ろ
急
速
に
増
加

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の

数
字

は
人
数
か
ら

い
え
ば
ま
だ
少
な
い
が
、

日
本
は
中
国
人

の
海
外

観
光
旅
行
目
的
国
で
連
続

二
年
、
香
港
、

マ
カ
オ
に
次
ぎ
、
三
位
に

な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
統
計
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
中
国
人

の
訪
日

観
光
旅
行
、
と
く
に
訪
日
ツ
ア
ー
が
大
量
に
訪
れ
る
シ
ー
ズ

ン
は
、

二
月
前
後
に
あ
る
中
国
の
春
節

(旧
正
月
)
、
五
月

一
日
の
労
働
節

(メ
ー
デ
ー
)
か
ら
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
、

一
〇
月

一
日

の
国

慶
節

(中
国
建
国
記
念
日
)
か
ら
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
と
い
っ

た
、
三
回
の

一
週
間
に
わ
た
る
大
型
連
休
期
間
で
あ
る
こ
と
が
は

っ

き
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
祭
り
や
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト

へ
の

参
加
と
見
学
、
見
物
も
訪
日
の
有
力
市
場
と
な

っ
て
い
る
。
中
国
国

家
旅
遊
局
の
統
計
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
団
体
で
訪
日
し
た
人
数

の

推
移
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年

一
〇
六
二
人
、
二
〇
〇

一

年

一
万
六
七
五
八
人
、
二
〇
〇
二
年
三
万
三
四
八
五
人
、
二
〇
〇
三

年
三
万

一
一
=
二
人
、
二
〇
〇
四
年
四
万
七
四
六
九
人
、
二
〇
〇
五

年
五
万
七
九
七
八
人
、
二
〇
〇
六
年

一
二
万
三
六
〇
〇
人
。
こ
の
統

計
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
の

一
〇
六
二
人
か
ら
七
年
間
で

=

一〇
倍
近

い
十
数
万
に
な
っ
た
と
い
う
増
加
ぶ
り
が
わ
か
る
の
み
な
ら
ず
、
今

60



後
、
中
国
人

の
大
量
訪
日
ツ
ア
ー
時
代
が
や
っ
て
く
る
こ
と
も
う
か

が
え
る
。

こ
こ
で
中
国
人
の
訪
日
市
場

に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
た
い
。

中
国
人

の
訪
日
は
、
日
本
の
経
済
、
地
域
活
性
化
に
貢
献

で
き
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
中
国
人
の
訪
日

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
効
果

の

一
面

に
す
ぎ
な
い
。
私
は
次
の
諸

点
を
強
調
し
た
い
。

ま
ず
第

一
に
、中
国
人
の
訪
日
誘
致
は
、
中
国
人
に
日
本
を
知

っ
て

も
ら
い
、
両
国
民
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
出
発
点
に
お
く
こ

と
が
大
事

で
あ
る
。
こ
れ
は
日
中
関
係
を
良
好
に
す
る
た
め
に
不
可

欠
の
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
最
初
か
ら
経
済
的
な
側
面
を

強
調
す
る
と
、
観
光
交
流
の
意
義

が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

第
二
に
、
地
方
都
市
に
お
け
る
観
光

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

大
都
市
集
中
か
ら
地
方
都
市
に
分
散
さ
せ
る
よ
う
提
言
し
た

い
。
国

際
観
光
振
興
機
構

(J
N
T
O
)

の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
調
査
統
計

(
二
〇
〇

三
～
二
〇
〇
四
年
)
に
よ
る
と
、
訪
日
中
国
人

の
訪
問
先

(訪
問
率

)

は
、
東
京
都
六
六

・
二
%
、
大
阪
府
四
三
・七
%
、
京
都

府
二
六
・
三
%
、
神
奈
川
県
二
〇
・
二
%
で
、
そ
れ
以
外

は
二
〇
%
以

下
で
あ
る
と

い
う
。

つ
ま
り
、
関
東

で
は
東
京
都
と
神
奈
川
県

(主

に
横
浜
で
あ
ろ
う
)
、
関
西

で
は
大
阪
府
と
京
都
府

の
二
極
集
中
に

な

っ
て
い
る
。
日
中
間
の
航
空
路
線

で
結
ば
れ
て
い
る
地
方
都
市
は

少
な
く
な

い
が
、
多
く
の
路
線
は
利
用
客
が
少
な

い
た
め
に
航
空
運

賃
が
高

い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
逆

の
悪
循
環
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の

よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
に
は
、
航
空
会
社
だ
け
で
は
な
く
、
官
民

の
努
力
が
必
要

で
、
例
え
ば

「日
中
観
光
特
定
指
定
地
方
都
市
」
な

ど
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
日
中
双
方
を
悩
ま
せ

て
い
る
失
踪
者

の
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、

こ
の
問
題

に
関

し
て

は
、

一
般
化
さ
せ
な

い
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

る
。

第
三
に
、
適
正
な
訪
日
観
光
旅
行
価
格

の
設
定
が
必
要
で
あ
る
。

中
国
の
旅
行
社

の
チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ
た

「格
安
」

の
訪
日
パ
ッ
ク

旅
行

の
価
格
は
、
こ
れ
ほ
ど
安
く
て
良

い
観
光
旅
行
が
で
き
る
か
と

疑
わ
れ
る
も

の
が
少
な
く
な
い
。
費
用
が
安
け
れ
ば
安

い
ほ
ど
、
質

(旅
行

の
内
容
)
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
は
当

然
で
あ
る
。

こ
の
た

め
、
現
地
で
の
追
加
費
用
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し

て
い
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
中
国
国
家
旅
遊
局
は
二

〇
〇
七
年
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
中

国
人
旅
行
者

の
た
め

に
、

一
七
の
国
と
地
域

の
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
観
光
旅
行
商
品

の
参
考

費
用
を
発
表
し
た
。
そ

の
中

で
、
日
本
旅
行

の
金
額
と
内
容
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

宿
泊

"
五
星
ホ
テ
ル

七
八
〇
～
二
〇
〇
〇
元

四
星
ホ
テ
ル

五
〇
〇
～

一
二
〇
〇
元

三
星
ホ
テ
ル

四
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
元

食
事

四
六
品
料
理

一
ス
ー
プ

(団
体

の
場
合
)

一
人
当
た
り

一
二
〇
元

ガ
イ
ド

へ
の
チ

ッ
プ

"
四
〇
元

こ
の
価
格
問
題
は
必
ず
し
も
簡
単
に
は
片

づ
か
な

い
と
思
わ
れ
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る
。
中
国
と
日
本
の
生
活
水
準
に
差
が
あ
る
た
め
、
日
本
国
内

に
お

け
る
観
光
旅
行
代
金
を
そ
の
ま
ま
中
国
人
に
提
示
す
れ
ば
割
高
と
感

じ
ら
れ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
逆
に
あ
ま
り
安
く
な
る
と
商
品
の
信

用
性
が
低

く
な
る
。
日
中
観
光
交
流

の
拡
大
に

つ
れ
て
、
費
用
も
課

題

の
ひ
と

つ
に
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
価
格
問
題
も
含
め

て
、
日
中

観
光
業
界
の
関
係
者
が
共
同
し
て
日
中
間
の
観
光
市
場
調

査
を
行

い
、
訪
日
観
光
市
場
の
需
要
、
観
光
市
場
の
客
層
、
両
国
の

観
光
交
流

を
妨
げ
て
い
る
要
因
な
ど
の
現
状
を
分
析

・
把
握
し
、
改

善

の
た
め

の
具
体
策
を
策
定

・
実
施
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
れ
ま

で
述
べ
た
よ
う
に
二
〇
〇
五
年
の
中
国
人
の
出
国
者
数
は

す
で
に
三
千
万
人
台
を
突
破
し
て
、

ア
ジ
ア
で
は

一
番

の
観
光
旅
行

者

の
送
り
出
し
国
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
中
国

の
人
口

=
二

億
か
ら
見
れ
ば
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
も
し
中
国
国
民
が
十
分
に

豊
か
に
な

っ
て
そ
の

一
割
に
当
た
る

一
億
三
千
万
人
が
海
外
旅
行
を

す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
日
本
も
含
め
て
世
界
の
観
光
市
場
を
少
な
か

ら
ず
潤
す

こ
と
に
な
ろ
う
。
中
国
の
人
口

=
二
億
の

一
割
が
海
外
旅

行
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
か
な
ら
ず
し
も
幻
想
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
中
国

の
国
内
観
光
市
場
は
最
近
急
速
に
成
長
し
は
じ
め
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
『中
国
旅
遊
統
計
年
鑑
』
(二
〇
〇
六
年
)
の
統
計
に

よ
る
と
、

二
〇
〇
五
年

に
国
内
旅
行
を
し
た
中
国
人
は

一
二
億
人
余

り
で
、
そ
れ
は
人
口
の
九
〇
%
以
上
に
相
当
す
る
。

こ
う
し
た
国
内

観
光
市
場
の
成
熟
が
、
や
が
て
海
外
観
光

へ
と
繋
が
る
こ
と
は
十
分

に
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
世
界
観
光
機

関

(U
N
W
T
O
)

は
、
二
〇

一
〇
年

の
中
国
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
三
〇
三
〇
万

人
、
二
〇
二
〇
年
に
は

一
億
に
達
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
二
〇

一

〇
年

の
予
測
値
は
す
で
に
二
〇
〇
五
年
に
達

成
さ
れ
て
い
る
。
二

一

世
紀

の
中
国
は
、
世
界
観
光
の
主
要
送
り
出

し
市
場
に
な
り
、
世
界

観
光

の
構
図
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

注〈1
>

『
中
国
旅

遊
統

計
年

鑑
』

に
よ

る
。

〈
2

>

世

界
観

光
機
関

の
統

計

に

よ
る
。
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際

観
光

交
流

の
動

向

』
各

年
版
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際
観
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サ
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ス
セ

ン
タ
i
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梁
春
香

「北
東
ア
ジ
ア
諸
国
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観
光
交
流
に
関
す
る
研
究
」
§

R
E
P
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R
T
V
o
1°
ω
μ
、
環

日
本

海
経

済
研

究

所
。
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際
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進
程

中
的

中
国
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遊

業
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書
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